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▲新野川北・南遺跡の現状 ( 全景）

▲古墳時代後期の土師器
　「高坏」の脚部

市内新野地区

埋蔵文化財包蔵地

新野川北・南遺跡

　新野川北・南遺跡は昭和45(1970）年に新野川
の改修工事中に遺物が出土したことから、埋蔵文
化財包蔵地として登録されました。
　出土遺物としては、古墳時代から鎌倉時代まで
の土

は
師
じ

器
き

や須
す

恵
え

器
き

、陶器が出土しています。
　古墳時代後期 (6世紀頃）の遺物としては、土師
器の甕

かめ
、高

たか
坏
つき

や須恵器の蓋
ふた

坏
つき

の蓋
ふた

、横
よこ

瓶
べい

、平
ひら

瓶
べい

の
破片が出土しています。写真の高坏は脚が高いこ
とから須恵器の影響と考えられます。
　奈良時代 (8世紀）の遺物としては土師器の甕や
須恵器のつまみ蓋、広台坏身、高坏などが出土し
ています。
　また平安時代 (9世紀頃）の灰

かい
釉
ゆう

陶器や鎌倉時代
(12世紀後半～13世紀）の山茶碗も出土していま
す。新野川周辺の沖積低地に立地しており、かな
り広範囲にわたる遺跡である事から新野地区の基
となる6世紀以降の古代から中世の集落と推定さ
れます。

津
波
検
知
を
迅
速
に
、

　
　
　
　
　
　
そ
し
て
正
確
に

　
浜
岡
原
子
力
発
電
所
内
の
原
子
力

安
全
技
術
研
究
所
で
津
波
監
視
シ
ス

テ
ム
の
研
究
開
発
に
取
り
組
む
中
部

電
力
は
10
月
10
日
、
三
重
県
尾
鷲
市

沖
で「
地
震
・
津
波
観
測
監
視
シ
ス

テ
ム（
Ｄ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
）」を
設
置
し
て

い
る
独
立
行
政
法
人
海
洋
研
究
開
発

機
構（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
）と
、
尾

鷲
市
の
三
者
で
Ｄ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
の
情
報

を
活
用
す
る
協
定
を
締
結
し
た
と
発

表
し
ま
し
た
。

　
中
電
が
自
社
の
津
波
監
視
シ
ス
テ

ム
に
機
構
の
観
測
デ
ー
タ
を
加
え
て

精
度
を
高
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
、

東
南
海
地
震
の
想
定
震
源
域
で
集
め

た
地
震
動
や
海
面
の
高
さ
な
ど
の

デ
ー
タ
の
提
供
を
受
け
ま
す
。
Ｄ
Ｏ

Ｎ
Ｅ
Ｔ
は
紀
伊
半
島
沖
合
約
１
２
５

㌔
ま
で
海
底
ケ
ー
ブ
ル
を
敷
設
、
南

海
ト
ラ
フ
付
近
の
水
深
１
９
０
０
～

４
３
０
０
㍍
の
海
底
に
20
カ
所
の
観

測
点
が
あ
り
、
津
波
を
検
知
す
る
水

圧
計
や
地
震
計
で
観
測
ユ
ニ
ッ
ト
を

構
成
し
、
検
知
し
た
デ
ー
タ
は
地
上

基
地
局
に
送
ら
れ
ま
す
。

　
中
電
に
よ
る
と
、
基
地
局
か
ら
浜

岡
原
発
内
ま
で
デ
ー
タ
を
伝
送
す
る

シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
本
年
度
中
に
終

え
た
い
と
し
て
い
ま
す
。
最
終
的
に

は
、
予
測
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
、
津
波

到
達
時
刻
や
高
さ
な
ど
の
高
精
度
な

分
析
を
誇
る
シ
ス
テ
ム
の
２
０
１
８

年
運
用
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

新野地区の基となった集落跡
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